
おかげさまで、ユースショートステイ事業『おりおりのいえ』は、
開設から１周年を迎えることができました。
「ときどき帰れるまちの家があったらいいな」、そんな思いで始め
た運営は試行錯誤の連続です。若者たちと紡いできた１年の軌跡を
関係の皆様と共有しながらユースショートステイの可能性を探る時
間にしたいと思います。ぜひご参加ください。
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立命館大学

京都市ユースサービス協会 TEL.075-213-3681　MAIL.ac-youth@ys-kyoto.org
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右記バーコードより、
お申込みください。
締切：10／11（金）

オンライン
（zoom）参加

後日配信を
見る

主催

申込方法　
スタッフとユーザーの声

プログラム

１ １年間の活動報告

２

パネルトーク３

参加方法　

運営・お問合せ

開設１周年記念

本事業は、子ども・若者ケアラーの声を届けようプロジェクト（通称：YCARP）が、日本財団からのご支援をいただき、子ども・若者を権利主
体とする包括的な子ども・若者ケアラー支援モデルの開発（居場所支援におけるパイロットスタディ）事業として、京都市ユースサービス協会
へ委託して実施しています。

立ち上げ経緯と実際の活動・利用

利用者インタビューより

上田馨一 ・冨山清美（一般社団法人　merry attic）　

斎藤 真緒（立命館大学 産業社会学部 教授）　

竹田明子・松岡江里奈（おりおりのいえ）　

ユースショートステイの可能性


